




































お知らせ・募集・イベント・スポーツ安心・安全

暮らしの 110 番
■� �

給
湯
器
の
無
料
点
検
に
ご
注
意
を

●北本市消費生活センター（北本市役所市民課内☎ 511-8800）
　毎週月～金曜日（祝日・年末年始を除く）
　10：00～ 12：00、13：00～ 16：00
　※土・日曜日、祝日は局番なしの☎ 188へ（年末年始を除く）
●埼玉県消費生活支援センター（☎ 048-261-0999）
　毎週月～土曜日（祝日・年末年始を除く）９：00～ 16：00
●全国消費生活相談員協会「週末電話相談」（☎ 03-5614-0189）
　毎週土・日曜日 10：00～ 12：00、13：00～ 16：00

相談窓口

北本市消費生活相談あれこれ vol.200

　「『
ガ
ス
器
具
の
点
検
に
行
き

ま
す
』
と
の
電
話
が
あ
り
、
契

約
し
て
い
る
ガ
ス
会
社
か
ら
だ

と
思
い
点
検
を
了
承
し
て
し

ま
っ
た
。
後
日
、業
者
が
訪
問
、

ガ
ス
給
湯
器
の
点
検
を
し
た
と

こ
ろ
、『
す
で
に
10
年
経
過
し

て
い
る
の
で
、
い
つ
壊
れ
る
か

わ
か
ら
な
い
の
で
、
交
換
し
た

方
が
よ
い
』
と
交
換
を
勧
め
ら

れ
た
。『
今
日
契
約
し
て
く
れ

れ
ば
、
割
引
す
る
』
と
言
わ
れ

た
の
で
、
契
約
し
て
し
ま
っ

た
。
業
者
に
言
わ
れ
て
契
約
し

た
が
、
解
約
し
た
い
」
と
の
相

談
が
Ａ
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　「
無
料
で
点
検
す
る
」
と
言

わ
れ
る
と
点
検
を
依
頼
し
た
く

な
る
も
の
で
す
が
、
電
話
や
訪

問
で
点
検
を
持
ち
掛
け
る
業
者

に
は
安
易
に
依
頼
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。「
契
約
し
て

い
る
ガ
ス
会
社
か
ら
委
託
さ
れ

た
」
な
ど
と
言
っ
て
、
身
分
を

偽
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

　
給
湯
器
は
種
類
や
価
格
が

様
々
で
、
交
換
す
る
場
合
は
高

額
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

契
約
を
急
が
さ
れ
て
も
そ
の
場

で
契
約
せ
ず
、
複
数
社
か
ら
見

積
も
り
を
と
っ
て
、
慎
重
に
検

討
し
て
か
ら
契
約
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
Ａ
さ
ん
の
よ

う
に
契
約
し
て
し
ま
っ
て
も
、

契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か

ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
無
料
点
検
を
き
っ
か
け
に

次
々
と
住
宅
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
勧
め
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
知
ら
な
い

業
者
を
安
易
に
家
の
中
に
入
れ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
困
り
の
時
は
、
北
本
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

相談名 日時 場所 問合せ
税務相談（予約制） 10 月 13 日（火）10：00 ～ 12：00、

　　　　　　　    13：00 ～ 15：00
市役所相談室

1-C（税務課前）
税務課市民税担当（☎ 594-5518）

※前日までに申込み
福祉総合相談 毎週月～金曜日　8：45 ～ 16：30 共生福祉課地域共生担当（☎ 594-5517）

行政相談（国や県等への
要望や苦情の相談）

10 月 14 日（水）・28 日（水）
10：00 ～ 12：00

市役所相談室
１-G（市民課横）

市民課市民相談担当
（☎ 594-5529）

市民相談 毎週月～金曜日　9：00 ～ 16：00
不動産相談（予約制） 10 月９日（金）　13：30 ～ 16：20 市民課市民相談担当

（☎ 594-5529）
※実施日の３日前までに

申込み法律相談（予約制）
弁護士　毎週水曜日　13：30 ～ 16：20
司法書士　10 月16日（金）、11月６日（金）
　　　　　13：30 ～ 16：20

消費生活相談・
多重債務相談

毎週月～金曜日
10：00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00

消費生活センター
（市民課横）

消費生活センター
（☎ 511-8800）

成年後見制度相談
（予約制） 10 月 23 日（金）13：30 ～ 16：30 高齢者ラウンジ（☎ 592-1551）

※ 10 月 16 日（金）までに申込み

人権相談 10 月 20 日（火）13：30 ～ 15：30
（受付 15：00 まで） 文化センター

総務課人権推進・男女共同参画担当
（☎ 594-5506）

女性相談（予約制） 10月19日（月）・28日（水）、11月４日（水）
10：00 ～ 16：00（1 人 50 分）

市役所相談室
2-C（環境課横）

子どもの権利相談 毎週月～金曜日 10：30 ～ 18：00
（16：30 以降の面談は要予約）

市役所相談室
原則2-C（環境課横）

子どもの権利相談（☎ 590-5011、
0120-0874-56 ※子ども専用）

教育相談 毎週月～金曜日　8：30 ～ 16：30 教育センター（☎ 591-2176）

ことばの相談（未就学児対象）
毎週月～金曜日　9：00 ～ 16：00

児童発達支援センター（☎ 592-8876）

子どもの相談（育児、しつけ等） 子育て支援課児童相談担当（☎ 511-7702）

子育てなんでも相談 　毎週月～金曜日　9：00 ～ 17：00 児童館（児童館利用者支援事業担当☎ 592-9969）
緑のなんでも相談 11 月２日（月）10：00 ～ 12：00 総合公園（☎ 592-4050）

心配ごと相談（予約制） 10 月 21 日（水）、11 月４日（水）
９：30 ～ 11：30

総合福祉センター
北本市社会福祉協議会（☎ 593-2961）

※前日までに申込み

結婚相談 10 月 17 日（土）13：30 ～ 15：30
（受付 15：00 まで） 北本市社会福祉協議会（☎ 593-2961）

内職相談 毎週月～金曜日　8：45 ～ 16：30 産業観光課窓口 産業観光課商工労政・観光担当
（☎ 594-5530）

住宅増改築相談の当日の
問合せは（ ☎ 591-1111）

住宅増改築（新築）・
リフォーム相談 10 月 10 日（土）9：00 ～ 12：00 市役所相談室

１-Ｉ（市民課横）

各種相談案内 ※状況により中止になる場合があります。
※相談日が祝日のときはお休みです。 10 月８日～ 11月７日相談日
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お知らせ・募集・イベント・スポーツ安心・安全

北本あんぜん情報 第 143 号
防犯情報等を配信中
北本メールを
ご利用ください➡

問くらし安全課交通・防犯担当（☎ 594-5522）

車上ねらいによる被害が
急増中

特殊詐欺 1 月～ 7 月で 14 件
平均被害額は約 315 万円

前年同期比で約２倍　（7月末時点）
市内では、１月 ~7 月に※車上ねらいによる盗難
被害が20件発生しています。前年同期比で約２倍、
特に自転車のカゴから荷物を盗まれるケースが全
体の半数以上となっています。

●�買い物時など、短時間でもカゴに荷物を残したま
ま自転車から離れないようにしましょう

●�自動車から離れるときは、必ず窓を閉め、ドアロッ
クをしましょう

●�少しでも不安を感じたら、家族や警察署に電話をかけて、本当
かどうか確認しましょう

●�スマートフォンに特殊詐欺対策アプリをインストー
ルしましょう アプリのインストールはこちら▶

防犯対策 防犯対策
オレオレ詐欺６件 架空料金請求詐欺５件

　

私
た
ち
家
族

は
、
パ
パ
、
マ

マ
、
１
歳
６
か

月
の
男
の
子
の

３
人
で
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
パ

パ
の
仕
事
の
都

合
で
3
年
半
前

に
北
本
市
に
越

し
て
き
ま
し
た
。
息
子
が
生
ま
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
市
内
の
様
々
な
支
援
セ
ン
タ
ー
や
児

童
館
、子
育
て
施
設
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

中
で
も
認
定
こ
ど
も
園
ふ
じ
幼
稚
園
が
運
営

し
て
い
る
子
育
て
サ
ロ
ン
「BeBe H

ug

」

に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
関
連
の
施
設
で
は
子
ど
も
た
ち
が
メ
イ
ン

の
イ
ベ
ン
ト
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、BeBe 

H
ug

で
は
親
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
盛

り
だ
く
さ
ん
で
、
習
い
事
感
覚
で
参
加
で
き

る
の
も
嬉
し
い
で
す
。

　

パ
ン
教
室
や
カ
ツ
オ
節
の
削
り
体
験
、

ヘ
ッ
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
ヨ
ガ
、
春
に
は
ふ
じ

幼
稚
園
で
移
動
動
物
園
を
開
催
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
な
か
な
か
で
き
な
い
体
験
を
無

料
で
（
材
料
費
が
か
か
る
も
の
な
ど
で
も
ワ

ン
コ
イ
ン
で
！
）
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
環
境

に
た
だ
た
だ
感
謝
で
す
。
ま
た
、
夏
は
お

庭
で
プ
ー
ル
遊
び
も
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま

す
。
準
備
や
後
片
付
け
も
全
て
先
生
た
ち
が

や
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
、
心
か
ら
大
感
謝
で

す
。
ち
な
み
に
息
子
の
プ
ー
ル
デ
ビ
ュ
ー
は

BeBe H
ug

で
し
た
。
先
生
も
と
て
も
良

い
人
た
ち
ば
か
り
で
、
マ
マ
た
ち
と
も
1
度

会
っ
た
ら
す

ぐ
仲
良
く
な

れ
る
よ
う
な

そ
ん
な
サ
ロ

ン
で
す
。

　

冷
蔵
庫
や

電
子
レ
ン
ジ

も
完
備
さ
れ

て
お
り
、
お

昼
ご
飯
も
い

た
だ
け
る
の
で
、
お
弁
当
を
持
参
し
て
み
ん

な
で
食
べ
な
が
ら
育
児
の
あ
れ
こ
れ
を
話
し

た
り
、
情
報
交
換
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
何
よ
り
県
外
出
身
で
親
し
い
友
人
も
居

な
い
私
に
と
っ
て
、「
独
り
で
子
育
て
し
な

く
て
い
い
ん
だ
」
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
大
切

な
場
所
で
す
。本
当
は
秘
密
に
し
た
い
け
ど
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
、
投
稿
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

BeBe H
ug

で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
‼

　
    

     
 となりの

　
   

  子
育 て ラ イ フ

親も楽しめるイベント盛りだくさんの子育てサロン

◀�コラム執筆者大募集！あなたが「他の子育て世帯に教えたい！」と思うオススメスポット・イベント等や子育てライフでの楽しみ・
工夫していること等のコラム（600字程度）をお寄せください（ペンネーム可）。掲載された人には「とまちゃん」ぬいぐるみ
をプレゼント。詳細はQRコードから。偶数月に掲載します。

子育てサロン
「BeBe Hug」　
学校法人野尻学園認
定こども園ふじ幼稚
園が運営している子
育てサロン。毎週、火・
木・金曜日 10：00
〜 14：00開催。
住所 :宮内 2-79　
kitamotobebehug

読者投稿コラム

vol. ３
かいちゃんママさん
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時 �10 月 24 日（土）13：30 ～ 15：30 
場 �総合福祉センター　￥100円（資料代）
内 �講演「子どもを、ひとりの人として感じ

ていますか-一緒に考えてみませんか-」
講平成国際大学名誉教授　新島一彦さん
�問 �子どもの権利条約を学び、子育てを語

る会（大川原 080-6664-5970）

（国連）
子どもの権利条約を学ぶ

時 �11 月７日（土）14：30 ～ 15：00
　14：00 に駅西口派出所前集合
場 �北本駅西口ロータリー
内 �北本音頭・東京音頭・炭坑節
申 �問 豊

とよ ふじ
藤流みちあい会 （須藤 090-

9674-7510）へ電話。

北本まつり「宵まつり」
流し踊り一般参加者

時 �毎月第３金曜日 18：00 ～ 21：00
場 �文化センター　￥ 5,000 円（６か月）
内 �風景・スナップ写真・写真の編集（フォ

トショップ）
�問 �北本デジタル写真クラブ 
　（門間 090-5580-8126）

一緒に楽しく写真はじめま
せんか？会員募集中

時 �毎月第１・２・３木曜日10：00～11：30
場南部公民館　￥会費月額 3,500 円
内 �アメリカ人男性講師による英会話
問 S.L.E.C（三宅☎ 593-7230）

日々の話題を英語で一緒に
楽しみませんか

時 �11 月１日（日）10：30 ～ 12：00
場 �文化センター　講 �今森光彦さん
対 �定小学生以上～大人 100 人（未就学

児入場不可、託児なし）
申 �問 10 月６日（火）9：00 ～北本市子

ども文庫連絡会（藤本☎ 592-3143
または高田☎ 592-1019）へ電話。

里山に広がる「いのちのつながり」
～絵本からのメッセージ～

開催 募集

時 �11 月 11 日（水）10：00 ～ 11：30
　受付 9：45 ～
場 �文化センター　￥無料
�内 �「手話であいさつをおぼえよう」指文

字、あいさつ、自分の名前など
講北本市聴覚障害者協会　大島秀明さん
問 �ふれあいの家（☎ 593-4288）
主催　�北本市障がい者福祉団体連絡協議会

手話体験会

きたもと掲示板 �掲載内容の詳細は各問合せ先へご確認ください

時 ��10 月 11 日（日）13：00 ～ 15：30
場文化センター　￥ �無料
内 �サークル体験と平和カフェ（広島被爆

者・田中千代さんの体験談）
問新日本婦人の会北本支部
　（大田 070-2157-9596）

新婦人フェスタ

期 �10 月 15 日（木）～ 11 月 12 日（木）
場北本駅上りホーム
内 �ホームのフェンスに会員が１年間に撮

影した秀作の写真を展示します
問 �北本市写真団体連合会 
（大島☎ 592-2913）

第 25回まちかど写真展

期 �10 月 28 日（水）～ 11 月 1 日（日）
　9：00～16：00※最終日15：00 まで 
場 �文化センター　
問 �ひまわり油絵クラブ
　（中野☎ 592-6203）

第31回
ひまわり油絵クラブ展

まち の 話 題
小学生が市長の公務を体験

北本から世界へ！水泳の国際大会
で東中の先輩・後輩が大活躍

　８月７日、市内の小学生７人が「一日北本子ども市長」と
して市長の公務を体験しました。当日は、三宮市長から委嘱
状を受け取ることから始まり、模擬記者会見で所信表明を行
いました。その後、庁舎内や普段入ることのない防災倉庫や
議場の見学、文書決裁等を体験しました。
　すべての体験を終えた子ども市長からは、「改めて知ること
ができた北本市のことについて、学校の皆に教えてあげたい」
といった感想がありました。

　東中出身の 2人が、今夏、日本代表として世界の舞台に挑
みました。古江良（埼玉栄高 3年 ) さんは、「第 11回ジュニ
アパンパシフィック水泳選手権（カナダ）」の男子 200 メー
トル自由形で 6位、800 メートルリレーでは準優勝に。大平
海獅（東中 3年 ) さんは、「OWS世界ジュニア選手権（アル
ゼンチン）」の 5キロメートル競技で、海や湖の過酷な環境で
30位完泳を果たしました。2人の今後の活躍に期待されます。
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い
ろ
ん
な
場
所
で

　
目
で
見
て
、
体
験
す
る
。

医療的ケア児者の
写真展

医療的ケアを受けながら、

地域で暮らしている人たちの

写真展を開催します。

日常の輝きを写真で

紹介していますので、

ぜひ足を運んでみませんか。

10月16日（金）11：00 ～ 17：00

エルミこうのす
ショッピングモール

鴻巣・北本地域障がい者基幹相談支援センター
北本事務所☎ 577-5947
鴻巣事務所☎ 501-2444

17日（土）11：00 ～ 16：00

みやびみやびちゃんちゃん

「「お出かけお出かけ」」

たけはるたけはるさんさん

「「サンアメニティ北本キャンプサンアメニティ北本キャンプ
フィールドにてピザ作りフィールドにてピザ作り」」

りょうたりょうたさんさん

「「家族写真（カリヨンの杜にて）家族写真（カリヨンの杜にて）」」

日時

場所

問合せ

族
の
が
ん
ば
り
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
取

材
を
通
し
て
知
り
ま
し
た
。

家
族
の
愛
情
は
大
き
な
力
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
愛
情
だ

け
に
命
と
暮
ら
し
を
背
負
わ

せ
る
の
で
は
な
く
、
医
療
的

ケ
ア
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
ま
ち
に
暮
ら
す
一
人
ひ

と
り
の
「
愛
く
る
し
い
わ
が

子
」
を
、
地
域
で
一
緒
に
見

守
り
、
成
長
を
喜
び
た
い
。

こ
の
特
集
が
、
そ
の
き
っ
か

け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

⑭ 2026年10月１日発行



隣で笑う わたしたち
3 3 3 3 33

北本市や近隣の医療的ケア児者の皆さんから、日常のお写真を
提供いただきました！家族と過ごすひととき、お出かけ、地域との交流…

それぞれの毎日の輝きを、ご覧ください。

ママたちと
　　触れ合う。
地
域
の
人
と

　
　
交
流
す
る
。

ス
タ
ジ
オ
で

記
念
写
真
。

きょうだいと一緒に。

医療的医療的
ケア児者のケア児者の

皆さんの皆さんの
日常写真日常写真

ゆうだいゆうだいくんくん

「「お姉ちゃんとお姉ちゃんと」」

しゅうめいしゅうめいくんくん

「「にこちゃんにこちゃん
ルームにてルームにて」」

ひろとひろとくんくん

「「５月人形と姉５月人形と姉」」

なおやなおやさんさん

「「神輿神輿」」

さんさんくんくん

「「家族写真家族写真」」

同
じ
ま
ち
で
暮
ら
す
ひ

と
り
と
し
て
、
一
緒
に

見
守
り
、
喜
び
た
い

 

　
取
材
前
、
私
は
「
医
療
的

ケ
ア
の
あ
る
暮
ら
し
」
を
、

ど
こ
か
特
別
で
、
大
変
な
も

の
と
し
て
見
て
い
ま
し
た
。

け
れ
ど
、
家
族
の
皆
さ
ん
と

過
ご
す
中
で
目
に
し
た
の
は
、

吸
引
器
の
音
の
そ
ば

に
笑
い
声
が
あ
り
、

ケ
ア
の
合
間
に
き
ょ

う
だ
い
で
じ
ゃ
れ
合

う
、「
い
つ
も
の
」
毎

日
で
し
た
。

　
必
要
な
ケ
ア
も
、

家
族
を
取
り
巻
く
環

境
も
、
一
人
ひ
と
り

違
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
わ
が
子
を
思
い
、

家
族
で
過
ご
す
時
間

を
大
切
に
す
る
気
持

ち
は
、
私
た
ち
に
大

き
く
重
な
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
そ
の
日
常
が
家

取
材
を
終
え
て

⑬広報きたもとNo.1064



二
次
救
急
で
知
っ
た
医
療
的

ケ
ア
者
を
取
り
巻
く
課
題

　
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん

と
関
わ
っ
た
の
は
、
北
里
大
学
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
で
二
次
救
急
（
※
）
に
従
事

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。
近
隣

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら「
医
療
的
ケ
ア
者
の

患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い

か
」と
連
絡
が
入
り
、
話
を
聞
く
と
、
患

者
さ
ん
が
幼
い
こ
ろ
か
ら
両
親
が
東
京
の

病
院
に
連
れ
て
行
っ
て
い
て
、
地
域
に
か

か
り
つ
け
医
が
な
く
、
両
親
も
高
齢
に
な

医
師

田
村 

智
さ
ん

北
里
大
学
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
救
急
科
・
脳
神

経
外
科
副
部
長
／
北
本
市
商
工
会
青
年
部
副
部
長
北
里
大
学
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
救
急
科
で
唯
一

の
専
従
医
。
前
任
で
は
最
も
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
救
命

救
急
医
療
（
三
次
救
急
）
に
従
事
。
商
工
会
に
も

所
属
し
、
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
。

※…�入院や手術を必要とする重症の患者さんの救急医療を 24 時間体制で受け入
れる救急医療。

り
、東
京
の
病
院
に
通
う
の
が
大
変

に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
本
来
な

ら
医
療
的
ケ
ア
児
か
ら
ケ
ア
者
に
な

る
と
き
に
小
児
科
か
ら
成
人
の
診
療

科
に
移
る
は
ず
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
移

行
し
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
18
歳

の
壁
」が
あ
る
ん
で
す
ね
。そ
う
い
っ

た
方
々
に
支
援
が
必
要
じ
ゃ
な
い
か

と
思
っ
た
ん
で
す
。

多
職
種
・
多
機
関
が
連
携

「
パ
ス
テ
ル
タ
ッ
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」

　

子
ど
も
か
ら
大
人

に
移
行
す
る
医
療
的

ケ
ア
児
を
地
域
で
支
え

て
い
く
医
療
体
制
を
つ

く
る
た
め
、
北
里
大
学
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
・
シ
ャ

ロ
ー
ム
病
院
・
地
域
セ
ン
タ
ー

た
い
よ
う
・
社
会
福
祉
法
人
昴
が

協
働
す
る
「
パ
ス
テ
ル
タ
ッ
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
２
０
２
４
年

か
ら
展
開
し
、
当
事
者
や
関
係

す
る
多
職
種
の
人
た
ち
が
と
も

に
学
び
、
意
見
交
換
す
る
研
修

会
を
年
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
北
本
市
商
工
会
青
年
部

と
し
て
「
ス
ポ
ラ
ボ
！
」
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
を
今
年
の
１
月
に
開

催
し
、
医
療
的
ケ
ア
の
啓
発
ブ
ー

ス
を
出
展
し
ま
し
た
。
医
療
と

は
関
係
な
い
イ
ベ
ン
ト
で
た
ま

た
ま
通
り
か
か
っ
た
人
に
見
て

も
ら
え
た
の
で
、
医
療
的
ケ
ア

を
地
域
の
日
常
に
位
置
付
け
ら

れ
た
の
が
良
か
っ
た
で
す
ね
。

　

私
た
ち
と
し
て
は
、
支
援
者

を
増
や
す
の
で
は
な
く
て
、
と
も
に
生

き
る
仲
間
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。
当

事
者
の
皆
さ
ん
と
お
話
し
す
る
と
、
私

た
ち
が
思
う
以
上
に
一
人
ひ
と
り
が
自

分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
て
、
そ
ん
な
に

身
構
え
る
必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
法
が
今
年
の
７

03

安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
医
療
体
制
を

月
に
改
正
さ
れ
、
支
援
の
対
象
が
成

人
や
重
症
心
身
障
が
い
者
に
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
現
場
で
こ
れ

を
実
現
で
き
る
よ
う
、
障
が
い
の
有

無
に
関
係
な
く
、
だ
れ
も
が
地
域
で

自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医

療
を
提
供
し
て
い
き
た
い
で
す
。

パステルカラーのように多様な職
種・立場が混ざり合うという願いが
込められています。医療的ケア児者

や家族、医療・福祉・行政等が特別支援学校や事業所
等を訪問し、意見交換を行ってきました。５月の「気
管切開ケア」実践研修には現地に 51人が
参加。次回 11 月の研修のテーマは「きょ
うだい支援」を予定。

北本市商工会青年部主催のスポー
ツ＆カルチャー体験イベント。１
月にミドリトテラスで初開催し、
約 2,000 人が来場。「まちのみん
なの医療的ケアひろば」では、医
療的ケア者の写真やケア用品の展
示、ケア具を使った吸引などを約
100人が体験しました。

パステルタッグ
プロジェクト

スポラボ！

医
療
的
ケ
ア
は
日
常
　
支
援
者
で
は
な
く
、

と
も
に
生
き
る
仲
間
を
増
や
し
た
い

医
療
的
ケ
ア
児
が
大
人
に
な
っ
て
も

202６年10月１日発行⑫



一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
げ
る
仕
事

　
相
談
支
援
専
門
員
と
し
て
、
障
が
い
の

あ
る
ご
本
人
や
ご
家
族
か
ら
の
相
談
を
お

受
け
す
る
（
委
託
相
談
支
援
）
ほ
か
、
本

人
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
計

画
を
作
る
仕
事
（
計
画
相
談
）
を
し
て
い

ま
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
よ
う
な
仕

事
で
す
ね
。
お
一
人
お
ひ
と
り
に
合
っ
た

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
た
め
、
北
本
や
周

辺
自
治
体
の
事
業
所
の
情
報
を
集
め
た

る
の
を
感
じ
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
相
談
に
来
た
お
母
さ
ん

た
ち
が
少
し
で
も
肩
の
力
を
抜
い
て
話

が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。
人

に
相
談
す
る
の
っ
て
勇
気
が
い
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。「
自
分
一
人
で
が
ん

ば
ら
な
き
ゃ
」「
こ
ん
な
こ
と
相
談
し

て
も
難
し
い
ん
だ
ろ
う
な
」
と
言
わ
ず

に
い
る
こ
と
も
き
っ
と
あ
る
と
思
う
ん

で
す
が
、
愚
痴
で
も
関
係
な
い
こ
と
で

相
談
支
援
専門員

医
師

相
談
支
援
専
門
員
８
年
目
。

事
業
所
と
し
て
１
３
５
人
の

障
が
い
の
あ
る
人
の
支
援
に

携
わ
る
。

横
山 

桂
子
さ
ん

相
談
支
援
事
業
所
あ
す
な
ろ

相
談
支
援
専
門
員

③ - ⑥ページのりこちゃ
ん
の

も
い
い
。
そ
う
い
う
話
を
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
存
在
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
医
療
的
ケ
ア
児
と
い
う
と
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
特
別
に
思

い
が
ち
で
す
が
、
た
ま
た
ま
ケ
ア
が

必
要
な
だ
け
で
、
一
緒
に
こ
の
地
域

で
育
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
で
す
。
近

所
の
子
ど
も
を
見
る
よ
う
に
、
自
然

に
関
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

り
、
一
緒
に
見
学
に
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
事
業
所
の
利
用
が
始
ま
っ

た
後
も
数
か
月
に
１
度
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
と
し
て
実
際
に
支
援
を
受
け
て

い
る
場
面
を
見
た
り
、
支
援
者
の
方

か
ら
利
用
の
様
子
に
つ
い
て
お
話
を

伺
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
で
も
、
事
業
所
に
よ
っ

て
力
を
入
れ
て
い
る
活
動
が
違
う
の

で
、
で
き
る
だ
け
新
し
く
で
き
た
事

業
所
に
は
足
を
運
ぶ
よ
う
に
し
て
い

ま
す
ね
。
障
害
福
祉
事
業
所
の
中
で

も
、
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

方
々
に
対
応

で
き
る
事
業

所
は
少
な
く
、
選
択
肢

が
限
ら
れ
る
の
が
現
状

で
す
。
す
ぐ
に
解
決
は
難

し
い
で
す
が
、
地
域
の
課
題

と
し
て
ご
家
族
の
声
を
事
業
所

が
集
ま
る
連
絡
会
議
の
場
等
で

共
有
し
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
成
長
を

一
緒
に
感
じ
た
い

　

相
談
支
援
専
門
員
と
し
て
大

事
に
し
て
い
る
の
は
、
本
人
が

大
人
に
な
っ
た
後
も
関
わ
り
続

け
る
仕
事
な
の
で
ご
本
人
の
成

長
を
一
緒
に
感
じ
る
こ
と
。
り
こ

ち
ゃ
ん
（
③-
⑥
ペ
ー
ジ
）
と
は
、

退
院
し
て
地
域
で
生
活
を
始
め

る
と
こ
ろ
か
ら
関
わ
り
始
め
て
、

現
在
は
３
か
月
に
１
回
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
で
会
っ
て
い
ま
す
が
、

話
し
か
け
た
時
の
目
や
身
体
の

動
き
で
、
年
々
周
り
の
こ
と
に

興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い

02
頑
張
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
が

力
を
抜
い
て
話
せ
る
存
在
に

計画相談を担当

たまたまケアが必要なだけ
近所の子どもを見るように
自然に関わってほしい

何をしたらいいのか、
どんなサービスがあるか
を相談できました

りこの相談支援で横山さんに関わっていただき、現
在はモニタリングで３か月～半年に１回、自宅でお
話をしています。最初にりこが退院して、まず何を
したらいいのか、どういう福祉サービスがあるのか、
右も左もわからない状態でしたが、横山さんに「こ
ういうところがありますよ」と放課後等デイサービ
スやレスパイトケア等を教えていただきました。と
にかくこちらから聞くしかない中で、情報をつなげ
てくださる方がいるのが一番助かりますね。

ママに聞きました

りこちゃんママ
（③ - ⑥ページ）
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に
マ
マ
友
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
救
わ
れ
ま

し
た
。

　
ケ
ア
に
追
わ
れ
て
保
育
の
仕
事
に
は

戻
れ
な
い
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
女
性
の
起
業
に
つ
い
て
の
投
稿
を

見
て
、
私
も
や
っ
て
み
よ
う
と
。
自
宅

で
で
き
る
仕
事
と
し
て
、
よ
も
ぎ
蒸
し

の
サ
ロ
ン
を
始
め
た
ら
、
ケ
ア
の
合
間

に
気
分
転
換
で
き
て
、
外
の
世
界
と
の

つ
な
が
り
っ
て
本
当
に
大
事
だ
と
思
っ

た
ん
で
す
よ
ね
。

地
域
に
医
療
的
ケ
ア
児
の

マ
マ
た
ち
の
居
場
所
を

　
け
ん
た
が
亡
く
な
っ
た
後
、「
し
ゃ

ろ
ー
む
」
の
職
員
の
方
か
ら
、「
医
療

的
ケ
ア
児
の
マ
マ
が
つ
な
が
れ
る
場
が

ほ
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
ん
だ
け
ど
、

一
緒
に
や
ら
な
い
？
」
と
声
を
か
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
医
療
的
ケ
ア
児

の
子
育
て
サ
ロ
ン
「
に
こ
ち
ゃ
ん
ル
ー

ム
」
の
き
っ
か
け
で
す
。

　
「
に
こ
ち
ゃ
ん
ル
ー
ム
」
で
は
、
主

に
未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
マ
マ
・
パ

パ
が
集
ま
り
ま
す
。
歌
を
歌
っ
た
り
、

絵
本
を
読
ん
だ
り
、
講
師
を
招
い
て

手
遊
び
や
ヨ
ガ
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
た
り
。
お
母
さ
ん
た
ち
は
日
々
、

そ
の
子
の
命
を
つ
な
ぐ
だ
け
で
精
一

杯
。
本
を
読
ん
で
あ
げ
る
と
か
、
抱
っ

こ
す
る
余
裕
が
な
い
ん
で
す
。
で
も
、

抱
っ
こ
は
大
切
な
触
れ
合
い
に
な
る

し
、
子
ど
も
も
安
心
す
る
の
で
、
マ

マ
た
ち
に
は
お
互
い
の
子
ど
も
た
ち

医療的ケア児者と

を
抱
っ
こ
し
合
う
よ
う
に
話
し
て
い

ま
す
。

　
「
に
こ
ち
ゃ
ん
」
を
開
催
す
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、
マ
マ
同
士
の
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
て
、
運
転
が
苦
手

な
マ
マ
も
「『
に
こ
ち
ゃ
ん
』
に
来

た
い
か
ら
が
ん
ば
っ
て
来
ま
し
た
」

と
言
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い

う
姿
を
見
る
と
本
当
に
励
み
に
な
り

ま
す
ね
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
の

は
、
医
療
的
ケ
ア
児
だ
か
ら
と
い
っ

て
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
さ
な
く
て
大
丈

夫
と
い
う
こ
と
。
障
が
い
の
有
無
に

関
係
な
く
同
じ
子
育
て
し
て
い
る
マ

マ
た
ち
な
の
で
、
特
別
な
気
遣
い
は

必
要
な
い
で
す
。
た
だ
、
近
く
に
そ

う
い
う
子
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
っ

て
想
像
し
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
。　

災
害
が
発
生
し
た
時
に
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
も
支
援
を
お
願
い
し
た
い

で
す
。
医
療
器
具
を
使
え
る
必
要
は

な
く
て
、
避
難
時
に
お
む
つ
や
着

替
え
、
水
、
栄
養
剤
な
ど
の
荷
物
を

運
ぶ
の
を
手
伝
っ
て
も
ら
え
る
だ
け

で
、
本
当
に
助
か
る
と
思
い
ま
す
。

同じ月齢の子を見るのが辛くてどこに
も出かけられずにいました。にこちゃ
んルームに参加して、他所のお子さん
がわが子を可愛いって抱っこしてくれ
て、子どもってすごいなって思いまし
た。ここでママたちとつながれたので、
いろんな情報を交換したいと思います。

“
”
”

私たちの時代は、支援が少なくて親と
子の関係が濃密になりすぎていたと思
います。でも、今はこうやってママ同
士でつながれる場がある！ここに
来れたら怖いものなしですよ。

“

に こ ち ゃ ん ル ー ム に 参 加 し た
マ マ た ち の 声

にこちゃんルーム
時�毎月第３水曜日
　10：00～ 12：00
場�地域交流スペース
　（中丸9-257
　びおもす蒲桜１階）
申�不要

問�生活相談支援センターしゃろーむ
　（☎598-7099）

10月は21日開催

障
が
い
に
関
係
な
く
同
じ
子
育
て

し
て
い
る
マ
マ
　「
近
く
に
い
る

か
も
」
と
想
像
し
て
み
て

202６年10月１日発行⑩



と
ま
ど
い
な
が
ら

も
、
必
死
に
ケ
ア

を
覚
え
た

　

２
０
１
４
年
に
出
産
し

た
次
男
の
け
ん
た
は
、
生
ま

れ
た
後
に
世
界
的
に
も
例
の
少

な
い
染
色
体
異
常
が
判
明
し
ま
し

た
。
初
め
は
ミ
ル
ク
も
飲
め
た
し
、

笑
っ
た
り
も
で
き
て
い
た
の
が
、
２

歳
の
と
き
に
敗
血
性
症
シ
ョ
ッ
ク
で

数
分
間
心
肺
停
止
に
な
り
、
脳
に
重

い
障
が
い
が
残
り
ま
し
た
。
気
管
切

開
を
し
て
、
人
工
呼
吸
器
を
装
着
。

経
鼻
経
管
栄
養
と
な
っ
て
、
医
療
的

ケ
ア
の
あ
る
生
活
が
始
ま
り
ま
し

た
。
主
治
医
の
先
生
に
、
子
ど
も
の

こ
と
以
上
に
家
庭
の
こ
と
を
心
配
さ

れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
ま
さ
か
、
自
分
が
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
生
む
な
ん
て
思
っ
て
な
く
て

…
…
随
分
落
ち
込
み
ま
し
た
ね
。で

も
、早
く
病
院
か
ら
連
れ
て
帰
り
た

い
、
自
分
た
ち
が
育
て
な
き
ゃ
っ
て

思
い
で
必
死
に
ケ
ア
を
覚
え
て
、パ

パ
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
も
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

孤
独
な
子
育
て
を
救
っ
て

く
れ
た
子
育
て
サ
ロ
ン

と
マ
マ
友
た
ち

　
長
男
の
子
育
て
の
時
に
、
教
科
書

通
り
に
い
か
ず
育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に

な
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ

ん
な
と
き
、
地
域
の
子
育
て
サ
ロ
ン

に
行
っ
て
み
た
ら
、
支
援
者
の
人
が

「
よ
く
来
た
ね
」
っ
て
迎
え
て
く
れ

て
、
も
う
涙
が
出
て
。「
私
は
一
人

じ
ゃ
な
い
。
こ
こ
に
居
場
所
が
あ
っ

た
ん
だ
」
っ
て
思
っ
た
ん
で
す
。

　
け
ん
た
の
時
は
、
先
輩
マ
マ
た
ち

に
病
院
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
自
身
も

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発
信
し
て
、
そ
こ
で

つ
な
が
っ
た
県
外
の
医
療
的
ケ
ア
児

の
マ
マ
友
に
、
お
す
す
め
の
事
業
所

を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
。
本
当

地域をつなぐ人たち

保
育
士

新
井 

亜
希
子
さ
ん

生
活
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

し
ゃ
ろ
ー
む
　
保
育
士

自
身
の
医
療
的
ケ
ア
児
の
子
育

て
経
験
を
き
っ
か
け
に
、
保
育

か
ら
福
祉
の
業
界
へ
挑
戦
。
医

療
的
ケ
ア
児
の
子
育
て
サ
ロ
ン

「
に
こ
ち
ゃ
ん
ル
ー
ム
」
の
開

催
や
、
医
療
的
ケ
ア
児
家
庭
の

個
別
訪
問
・
療
育
等
を
担
う
。

２
児
の
母
。

「けんたは本当に天使みたいなかわいい子でし
た。お兄ちゃんがけんたが寝てる周りにおも
ちゃを並べてくれたり、三男も記憶にあるみた
いです。今もリビングに写真を飾っています」 01 医

療
的
ケ
ア
児
の
子
育
て
経
験
か
ら

マ
マ
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
へ

ここからは、医療的ケア児者やその家族が地域で自分らしく暮らしていけるよう支援する３人のインタ
ビューをお届けします。支援者だからこそ語れる当事者の想い、そして、同じ地域に暮らす人たちへ向
けたメッセージを聞きました。

⑨広報きたもとNo.1064



週末は祖父宅へ
遊びにお出かけ

学
校
の
後
は
、
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ

学校が終わると、放課後等デイサービス「mila」が
ゆめさんを迎えに行きます。看護師さんが体温の確
認やたんの吸引等を行い、おやつタイムに。好きなり
んご味のゼリーを食べると笑顔がこぼれ、職員さん
の手を握っていました。その後、足浴・手浴とマッサー
ジを行いました。

週末は祖父宅へ遊びに行
きます。学校のない夏休
み期間も、祖父が放課後
等デイサービスのお迎え
をしてくれるのがとても
助かるとのこと。親せき
の皆さんも「ゆめにはメ
ロメロ」だそうです。

ゆめさんお気に入りの鈴のつ
いた傘を振ると、嬉しそうに
柄をつかんでいました▶

両親の
想い

ゆめは、わが家のアイドル。

　
　

毎
月
の
通
院
、

柔
ら
か
い
食
事

の
用
意
…

ゆ
め
の
体
調
を

整
え
て
い
く
こ
と
が
と

て
も
大
変
。

　
て
ん
か
ん
の

薬
の
た
め
に

月
に
１
回
通
院
が
必
要

で
す
し
、
食
事
は
毎
回

柔
ら
か
い
も
の
を
用
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、「
普
通
の
物
が
食

べ
ら
れ
た
ら
楽
な
の
に
」
と

何
度
も
思
い
ま
し
た
。

き
ょ
う
だ
い
が

手
伝
っ
て
く
れ
た
時
は

「
あ
り
が
と
う
」
を
大
事
に

　
お
風
呂
に
入
れ
る
時
は
、
次
男
が

手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
私（
母
）

が
風
呂
場
で
準
備
し
、
次
男
に
は
ゆ

め
を
風
呂
場
ま
で
運
ん
で
も
ら
い
、

上
が
る
と
き
も
迎
え
に
来
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
手
伝
っ
て
も
ら
う
時
は

　
　
　
　
必
ず
「
あ
り
が
と
う
」
を

　
　
　
　
　
伝
え
て
い
ま
す
が
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
ま
り
手
伝
わ
せ
す　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
て
は
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
な
い　
　

　
　
　
　
　
　
と
思
っ
て
い
ま
す
。   

　
家
族
に
と
っ
て
、
ゆ
め
は
、
ア
イ

ド
ル
み
た
い
な
存
在
。
わ
が
家
の
中

心
的
人
物
で
す
。 

　

 

小
さ
い
頃
は
も
っ
と
ケ
タ
ケ
タ

笑
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
、
成
長
し
て

思
春
期

に
な
っ
た
せ
い
か
、

笑
顔
に
ち
ょ
っ
と

無
邪
気
さ
が

な
く
な
っ
た
よ
う
な
…
（
笑
）

　
で
も
、
反
応
し
て
く
れ

る
と
嬉
し
い
。
毎
日
大
変

な
こ
と
が
多
く
て
夢
中
で
す

が
、
ゆ
め
の
存
在
に
癒
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
い
つ
か
、
馬
や
気
球
に

乗
せ
て
あ
げ
た
い
。
ま
だ

そ
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

い
つ
か
、
き
っ
と
。

北
本
初
！

重心型児童発達支援
放課後等デイサービス

保護者の社会参加や休息に

　「mila」は、市内で初めて医療的ケ
ア児に対応した放課後等デイサービス
事業所です。運営する合同会社 calor
は、2022 年に放課後等デイサービス
「gleam」を、2024 年に「Lino」を開
所しています。「『医療的ケア児も対応
できますか？』との問合せをいただく
ようになり、日々のケアを担う保護者
の就労・社会参加や休息の助けになれ
ばとの思いで、看護師・理学療法士等

の専門職を職員に迎え、田村智先生（⑫
ページ）に嘱託医として加わっていた
だき、皆で協議を重ねながら医療的ケ
アの環境を整え、開所しました」と代表
の呈

たいら
尚子さんは語ります。

楽しい活動の中に療育を

　施設管理者の秋元佐知子さんは、次
のように話します。「mila では、①その
子らしさを大切に②安心・安全を大切
に③「楽しい」「やってみたい」を育て
る④人とのつながりを育む⑤家族・地

域とともに育ちを支える、という５つ
の支援の柱を立てています。お子さん
一人ひとりに合わせてボールプール等
の感覚遊びや音・リズム遊び、製作、ごっ
こ遊び、絵本・読み聞かせ、地域活動
など、楽しい活動から療育につなげる
ことを大切にしています。保護者さん
には、『こういうところがあるって知ら
なかった。一人で子どもを見ないとい
けないと思っていた』と言われること
も多いです。看護師さんや理学療法士
さん、募集中です！」

mila（ミラ）朝日 2-174-3
☎ 580-4441

16:00

呈さん 秋元さん

202６年10月１日発行⑧



外
の
特
別
支
援
学
校

に
通
う
中
学
２
年
生

の
ゆ
め
さ
ん
。
感
情

表
現
が
豊
か
で
、
好
き
な
も
の
に

触
れ
る
と
、
口
を
開
け
て
笑
顔
を

見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
成
長
す
る
に
つ
れ
て
気
管
が
長

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
た
ん
の
排
出

が
難
し
く
な
り
、
２
年
前
か
ら
た

ん
吸
引
の
ケ
ア
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。

　
学
校
が
終
わ
っ
た
後
は
放
課
後

ゆめさん用の柔らかい食事を
お父さんが食べさせます

ゆめさんには、家族のご飯とは別に柔らかい食事を
お母さんが用意します。この日は、おかゆに具のな
いお味噌汁とおかず、とろみをつけたお茶。おかず
は、家族のおかずのしゅうまいをゆめさん用にペー
スト状にしています。お父さんがスプーンにすくい、
一口ずつゆめさんに食べさせます。なかなか口を開
かないときもありますが、お父さんが優しく声をか
けながらスプーンを運びます。たんの絡みがあれば
吸引し、その後は粉末にし
た薬をゼリーに混ぜたもの
を飲ませます。薬の苦い味
は、ゆめさんも苦手なよう
です。お母さんとお兄さん
は、この間に自分たちの食
事を済ませます。

両親、きょうだい、親せき
みんなで見守る

父・母・長男・次男・
ゆめさん（14 歳）

CASE02 

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
両
親
は
ケ
ア
と

仕
事
を
両
立
さ
せ
て
い
ま
す
。
祖

父
や
２
人
の
お
兄
さ
ん
も
、
お

迎
え
や
お
風
呂
の
介
助
等
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
家
族
や
親
せ
き
み

ん
な
で
ゆ
め
さ
ん
の
成
長
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

・
た
ん
の
吸
引

・
胃
ろ
う

医療的ケアの内容

・たんの吸引

小頭症、脳性まひ、先天性
四肢体幹機能障害

・放課後等デイサービス（平日）

利用しているサービス

診断名等

市
ゆめさん家族

身支度をして
学校のバスの待ち合わせ場所へ

食事を終えると、お母さんに髪の毛の編み込みをしても
らい、装具を付けて、車いすに乗り込みます。お母さん
が自家用車でバスの待ち合わせ場所に連れて行き、特別
支援学校のお迎えバスで登校。ゆめさんを送り届けると、
お父さん、お母さんも身支度をしてそれぞれ出勤します。

7:00
7:40
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マ
マ

り
こ
は
家
族
を
ま
と
め
て
く

れ
る
存
在
。
生
ま
れ
て
く
れ

て
本
当
に
良
か
っ
た
。

り
こ
は
家
族
を
ま
と
め
て
く

れ
る
存
在
。
生
ま
れ
て
く
れ

て
本
当
に
良
か
っ
た
。

パ
パ
　
り
こ
が
緊
急
搬
送
さ
れ
た
時

は
、
ま
ず
何
よ
り
も
「
命
は
大
丈
夫
な

の
か
」
が
一
番
気
が
か
り
で
し
た
。
医

師
か
ら
、
り
こ
の
脳
に
ダ
メ
ー
ジ
が
あ

る
こ
と
、
呼
吸
を
維
持
す
る
た
め
に
気

管
切
開
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
聞
き
ま

し
た
が
、「
気
管
切
開
」
が
ど
ん
な
処

置
な
の
か
も
わ
か
ら
ず
、「
こ
れ
か
ら

り
こ
を
支
え
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
」「
家

族
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
」

と
、と
て
も
不
安
が
大
き
か
っ
た
で
す
。

　

り
こ
は
、
体
調
や
苦
し
さ
を

言
葉
で
伝
え
ら
れ
な
い
の
で
、
表
情
や

体
の
動
き
な
ど
の
小
さ
な
変
化
に
で
き

る
だ
け
早
く
気
付
き
、
ケ
ア
を
行
う
こ

と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
お
姉
ち
ゃ
ん

に「
少
し
り
こ
の
様
子
を
見
て
ほ
し
い
」

と
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

お
姉
ち
ゃ
ん
に
も
自
分
の
生
活
や
活
動

が
あ
り
ま
す
。
彼
女
の
行
動
や
気
持
ち

を
制
限
し
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
支
え

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
ら
し
く
過

ご
せ
る
こ
と
を
大
切
に
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

医
療
的
ケ
ア
を
習
得
し
て
、

生
活
の
リ
ズ
ム
を
つ
か
む
ま
で
が
大
変

で
し
た
。
特
に
、
ケ
ア
を
見
た
こ
と
が

な
い
パ
パ
は
随
分
苦
労
し
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん

返
り
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
２
人
は
平
等
に
可
愛
い

わ
が
子
な
の
で
、
そ
れ
が
伝
わ
る
よ
う

バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
が
大
変
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
家
族
は

ど
う
な
る
の
か
。

不
安
が
大
き
か
っ
た

パ
パ
の
想
い

マ
マ
の
想
い

パ
パ

　
以
前
は
、
障
が
い
の
あ
る
方

に
対
し
て
「
自
分
た
ち
と
違
う
」
と
感

じ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
が
、り
こ
が
き
っ

か
け
で
「
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、
一
人

の
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
に
変
わ
り
な

い
」
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　

外
出
先
で
、「
こ
ん
な
と
こ
ろ

も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て
い
る
ん

だ
」「
多
目
的
ト
イ
レ
に
大
人
用
の
ベ
ッ

ド
も
増
え
て
き
て
い
る
な
」
と
、
今
ま

で
自
分
の
目
で
気
付
か
な
か
っ
た
よ
う

な
こ
と
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
り

こ
の
世
界
を
見
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
ゆ
っ
く
り
な
が
ら
も
、
成
長
が
見
ら

れ
た
と
き
は
本
当
に
嬉
し
い
。
反
応
が

出
て
き
た
り
、
こ
の
間
は
乳
歯
が
抜
け

た
ん
で
す
よ
。
周
り
か
ら
、「
り
こ
ち
ゃ

ん
、顔
つ
き
が
お
姉
さ
ん
に
な
っ
た
ね
」

気
付
く
こ
と
が

増
え
て

世
界
が
広
が
っ
た

マ
マ
一
人
で

抱
え
な
い
で

周
囲
と
一
緒
に

成
長
を
喜
び
た
い

家
族
で

い
ろ
い
ろ
な
経
験

を
し
た
い

パ
パ

と
言
わ
れ
る
の
も
嬉
し
い
で
す
ね
。

　
大
変
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
そ
の

分
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
時
間
も
多
い
で

す
。
り
こ
が
い
て
く
れ
て
良
か
っ
た
。

み
ん
な
の
癒
し
に
な
っ
て
い
て
、
家
族

を
ま
と
め
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

マ
マ
に
は
、
お
姉
ち
ゃ
ん
の

お
世
話
か
ら
り
こ
の
ケ
ア
ま
で
中
心
に

な
っ
て
く
れ
て
い
て
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
自
分
も
で
き
る
こ
と
を
し
っ

か
り
担
い
な
が
ら
、
マ
マ
に
負
担
が
偏

る
こ
と
の
無
い
よ
う
、
夫
婦
で
支
え

合
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
医
療
的
ケ
ア

児
を
育
て
る
お
母
さ
ん
た
ち
も
、
一
人

で
全
部
を
抱
え
な
く
て
い
い
と
思
い
ま

す
。
市
や
地
域
の
方
に
自
分
た
ち
が
ど

ん
な
状
況
な
の
か
伝
え
る
こ
と
で
、
助

け
て
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、
周
囲
の

人
た
ち
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
子
ど
も

の
成
長
を
一
緒
に
喜
ん
で
、
暮
ら
し
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

パ
パ

パ
パ

　

り
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
に
出
か
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を

見
て
、
触
れ
て
、
感
じ
る
体
験
を
ど
ん

ど
ん
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
の
気
持
ち

や
成
長
に
も
目
を
向
け
、
家
族
全
員
が

そ
れ
ぞ
れ
に
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
な

が
ら
、
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
き
た
い
で

す
。

パ
パ

マ
マ
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訪問看護師さんとお風呂

療育（発達支援）

歌やお散歩、スライム作りなど
身体でさまざまな感覚を体験

学校から帰った
お姉ちゃんと
触れ合い

訪問看護師さんが
入浴介助や読み聞
かせ、リハビリ

「ひこうき雲」に到着したら、最初は「朝の会」。動画を流して
歌を歌ったり、絵カードを見せて言葉を覚えたりしました。そ
の後、お散歩へ。近くの駅まで来ると、りこちゃんも目で電車
を追っていました。事業所に戻った後は、スライム作りを体験。
職員さんが液体のりの入った袋をりこちゃんのほっぺに当てる
と、冷たさにびっくりした様子。スライムが完成すると、音楽を
流しながらお口の体操をし、栄養剤でお昼をとった後は歯磨き
をして、連絡帳に今日の様子を書いて「帰りの会」になります。

「 ひ こ う き 雲 」 が 自 宅
に 送 り 届 け る と、 今 日
の活動の内容などをマ
マ に 伝 え ま す。 学 校 か
ら帰ったお姉ちゃんが、
教科書をりこちゃんに
読んで聞かせたり、抱っ
こしたりと姉妹の時間
を過ごします。

桶川北本伊奈地区医師会 訪
問看護ステーションから長
くりこちゃんを見ている湯
本さんが来てくれました。
最初に体温を計り、心音を
聞いて体調チェック。「体

温計が鳴ったら教えてねって声をかけると、手で
トントンして教えてくれることもあるんですよ」

（湯本さん）。ママがりこちゃん用の浴槽をセット
して、湯本さんと一緒にりこちゃんをお風呂に入
れます。お姉ちゃんも途中から「私も手伝う！」
とりこちゃんの身体を洗っていました。入浴後
は、音の出るおもちゃをりこちゃんの手でたたい
たり、絵本を読み聞かせたり、リハビリをしたり
して過ごします。この間に、ママはお姉ちゃんを
習い事に送っていきます。

り
こ
ち
ゃ
ん
、
電
車
を
見
に
行
こ
う
！

10:30

私も
手伝う！

お姉ちゃんとりこちゃんの関係は？

自主的にケアを手伝ってくれています。親とし
てはお姉ちゃんとの時間も大事にしています

「この家族で良かった」とよく言ってく
れて、自分からりこのたんの吸引のやり
方も覚えてくれました。一時期は「もっ
と自分のことを見てほしい」と爪を噛む
こともありましたが、お姉ちゃんもりこ
ちゃんも平等に大切。レスパイトケア等
を活用して、お姉ちゃんのためだけの時
間もとるようにしています。

お
姉
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

14:00

15:30

りこちゃんと
作ったスライム

⑤広報きたもとNo.1064

こ
の
絵
本
、
と
っ
て
も
面
白
い
ね
！



で
助
け
合
い
つ
つ
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、
多
く
の
人
た
ち

が
り
こ
ち
ゃ
ん
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

朝のひと時

りこちゃんの朝ごはんは
パパの担当。
１時間かけて栄養剤を摂取

パ
パ
と
お
姉
ち
ゃ
ん
を

見
送
っ
た
ら
、
マ
マ
と

お
出
か
け
の
準
備

児童発達支援事業所が
りこちゃんのお迎え

朝、パパがりこちゃんを着替えさせて、栄養剤や水分、お
薬を投与します。りこちゃんは、お腹に小さな穴を開け、
チューブを通して直接胃に栄養や水分を送り込む「胃ろう」
という方法で栄養を摂取しています。栄養ボトルが空にな
るまで、約１時間かかります。「ゴロゴロ」と音がしてき
たらたんを吸引します。早朝～朝はパパが、夜～深夜はマ
マがたんの吸引を行います。「りこの喉からたんが絡む音
が聞こえると、自然と目が覚めるようになりました」（パパ）

パパがケアをして
いる間に、ママは
お姉ちゃんのご飯
を用意します

パパとお姉ちゃんが会社と学校
に出発すると、 ママはりこちゃん
とふれあいの時間を過ごします。
抱きかかえたり、 話しかけたりし
ながら、 お出かけの準備を始め
ます。 足を支える装具を身に付
け、 連絡帳やお昼ご飯の栄養
剤、 お薬、 たん吸引器等の持
ち物を準備します。

児童発達支援事業所「ひこうき雲」（上尾
市）がりこちゃんを迎えに来ます。「りこ
ちゃん、おはよう～！」となじみの職員さ
んがあいさつ。ママが今日のりこちゃんの
体調等を伝えて引き渡し、車が見えなくな
るまで見送ります。

登校前にりこと
いちゃいちゃ♥

7:00朝のひととき

りこが入院している間に、看護師さん
から経管栄養や注入等を習って３回く
らい練習しました。それから退院し、
自宅でのケアが始まりました。私（マ
マ）はもともと医療関係者なので、ケ
アはある程度見慣れていましたが、パ
パはとても苦労したと思います。土日
に私が仕事に行っている間も、りこが
熱を出した時はどうしたらいいかとパ
パから連絡が来ることもありましたが、
今では帰宅すると「今日、こういう風
に対応したよ」と事後報告するように
なり、頼もしく感じています。

ケアを覚えるまで

9:30
202６年10月１日発行④



年
６
歳
で
、
来
年
は
小
学

生
の
り
こ
ち
ゃ
ん
。
視

線
で
マ
マ
や
家
族
の
姿
を

追
っ
た
り
、
手
を
握
る
力
で
意
志
を
表

現
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
パ
パ
・
マ

マ
曰
く「
感
情
表
現
が
豊
か
で
、
放
っ

て
お
く
と
す
ね
ち
ゃ
う
と
こ
ろ
と
か
、

妹
っ
ぽ
い
」
と
の
こ
と
。

　
定
期
的
な
た
ん
の
吸
引
と
、
胃
ろ
う

を
通
じ
た
栄
養
の
摂
取
が
必
要
で
、
パ

パ
と
マ
マ
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
ケ
ア

を
行
い
ま
す
。
お
姉
ち
ゃ
ん
も
、
自
主

的
に
た
ん
の
吸
引
を
覚
え
た
り
、
お
風

呂
に
入
れ
る
の
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　
今
年
の
夏
は
、
飛
行
機
で
移
動
し
、

パ
パ
・
マ
マ
の
実
家
に
数
日
間
滞
在
し

ま
し
た
。
り
こ
ち
ゃ
ん
も
い
と
こ
や
お

姉
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、
か
く
れ
ん
ぼ
や

川
遊
び
を
楽
し
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
日
常
で
は
、
平
日
は
パ
パ
が
、
土
日

は
マ
マ
が
仕
事
に
行
き
ま
す
が
、
家
族

医療的ケアを必要とするお子さんとその家族は、どんな日常を送っているのでしょうか。
ここでは、ケアの内容も、お子さんの年齢も異なる２つの家族をご紹介します。

　ケアに家事・育児、仕事や学校、お出かけ…それぞれの想いを大切にしながら、
　　   互いに支え合う暮らし。そこには、あなたにも重なるものがあるかもしれません。

りこちゃん家族（パパ・ママ・お姉ちゃん・りこちゃん（６歳）)CASE01 

わたしたちの日常
医療的ケア児とともに暮らす

・
た
ん
の
吸
引

・
胃
ろ
う

・
児
童
発
達
支
援

・
訪
問
看
護

・
レ
ス
パ
イ
ト

利
用
し
て
い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

医療的ケアの内容

・気管切開
・胃ろう、たん吸引

・児童発達支援（平日）

・訪問看護（平日）

・訪問診療、リハビリ
・レスパイトケア（数か月に１度）

レ�スパイトケア…家族の休息や私的な時間の
確保のため、短期間の預かり等でケアを代
替するサービス

利用しているサービス
今

福祉サービスを活用しながら家族の時間も大切に

③広報きたもとNo.1064



愛くるしい。

報きたもと編集部が、医療的ケアを必要
とするお子さんと初めて出会ったのは令

和６年３月。医療的ケア児の子育てサロンを取材
した時のことでした。歌を歌い、手遊びをし、マ
マたちで子育て情報や悩みを共有する。そこに
あったのは、ほかの子育てサロンと変わらない、
親子の時間でした。医療的ケアについて報道など
を目にすることはあっても、当事者の皆さんの毎
日の暮らしや、その中で感じる幸せについて想像
を巡らせたことはあっただろうか――？それが、
今回の特集の出発点となりました。

　７月、参議院本会議で医療的ケア児支援法の改正
が成立（※１）し、令和９年４月から、支援の対象に
に成人期の医療的ケア者や重症心身障がい者（※２)
が加わることになりました。北本市内では、初めて
医療的ケア児に対応した放課後等デイサービス事業
所が開所。さらに、市としても、令和９年度から、
東保育所で医療的ケアを必要とするお子さんの受け
入れが始まります。

　今日も医療的ケア児のお子さんとその家族は、
それぞれの毎日を送っています。そこには、どん
な喜びや葛藤があるのか。実際の家族の取材を通
して見えてきたのは、かけがえのないわが子を想
う、親たちのあたたかな眼差しでした。

広 マ
マ
は
か
わ
い
く
て
、

り
こ
も
か
わ
い
く
て
、

わ
た
し
は
マ
マ
に

か
わ
い
い
っ
て

言
わ
れ
る
。

だ
か
ら
、

う
ち
の
家
族
は
一
等
賞
！

・気管切開
肺に空気を送ったり、た
んを吸引しやすくするた
めに首の皮膚を切開し、
気管に穴を開ける。

・経管栄養
口から食事をとることが難しい場合に、鼻や胃、
腸にチューブを通し、直接栄養剤を送り込んで栄
養を補給する。鼻から胃や腸までチューブを通す
「経鼻経管栄養」や「胃ろう」等がある。

その他のケアに、酸素療法等があります。

・吸引
自分でたんや鼻水などを

出すことができない、唾液を飲み込むことができ
ない場合に鼻、口、のど、気管内等にたまった分
泌物を吸引器で取り除く。

医療的ケア児とは

医療的ケア児とは、新生児集中治療室（NICU）等
を退院した後も、引き続き、人工呼吸器や胃ろう
等を使用し、たんの吸引や経管栄養等の医療的ケ
アが日常的に必要な児童のことです。全国で約 2
万人を越えると推計され、増加傾向にあります。

※１…�「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」が改正され、支援対象が拡大したことに伴い、法律名を「医療的ケア児等および重症心身障害者支援法」に改める。
暮らし・仕事・住まいの支援の具体化や相談窓口と地域の支援の強化等も明記された。施行は令和 9年４月１日。

※２…重度の肢体不自由と重度の知的障害とが重複した状態を「重症心身障害」という。

    市長公室シティプロモーション・広報担当（☎ 594-5505）問
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愛くるしい。
だって、

妹
の
り
こ
は
、

し
ゃ
べ
ら
な
い
け
ど

何
を
考
え
て
る
か
は

だ
い
た
い
わ
か
る
よ
。

妹
の
こ
と
は
な
ん
で
も

で
き
な
き
ゃ
っ
て

た
ん
の
吸
引
の

や
り
方
も
覚
え
た
ん
だ
。

り
こ
と
一
緒
に

か
く
れ
ん
ぼ
し
た
り
、

川
遊
び
を
し
た
の
が

楽
し
か
っ
た
！

う
ち
の
家
族
は

パ
パ
は
か
っ
こ
よ
く
て

医 療 的 ケ ア 児 と 暮 ら す わ た し た ち の 物 語
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愛
く
る
し
い
。

愛
く
る
し
い
。

だ
っ
て
、

だ
っ
て
、

医療的ケア児と暮らすわたしたちの物語


